
釧 路湿原 とその地 形 ・地 質

夫由崎岡

は

し

が

き

北
海
道

の
大
き

な
湿
原
-

泥
炭
地
1

の
石
狩
、

サ

ロ
ベ

ツ
な
ど
は
、
沖
積
世
の
い
わ
ゆ
る

〃
縄

文
海

進

"
に
お
ぼ
れ
た
湾
状

地
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
海
岸
に
面
し
た
低
地
に
広
が
り
、
海
と

の

間
に
は
砂
丘
や
砂

堤
が
横

た
わ

っ
て
、
河
川
水
を
た
ん
水
さ
せ
て
き

た
共
通
点
を
も

っ
て
い
る
が
、
釧

路
湿
原
も
例
外

で
は
な
い
。
し
か
し
各
地
の
湿
原
は
、
そ
れ
ぞ
れ
長
い
自
然
的
な
変
遷
や
人
為
的
な
修

飾

に
よ

っ
て
、
特
有

な
姿
態
を
見
せ
て
い
る
。

釧
路
湿
原
は

二
万
九
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
を
有
す
る
が
、
石
狩

(
五

・
五
万

ヘ
ク
タ
ー

ル
)
や

サ

ロ
ベ

ツ

(
二
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
)

に
比
べ
て
開
発
が
遅
れ
て
、
原
始

の
面
影

を
広
く
残

し
た
、
わ
が
国
で

は
最
大
の
規
模
を
誇

る
。
低
層
湿
原
を
主
体

(
泥
炭
地
全
体

の
九
八

%
)
と
す
る
本
湿
原

は
、

タ

ソ
チ

ョ
ウ
が
広
く
営
巣

し
、
中
央
北
部
は
天
然
記
念
物

(
五
千

ヘ
ク
タ

ー
ル
)

に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、

こ
こ
に
は
氷

河
期

の
遺
存
種
ー

キ
タ
サ
ン
シ

ョ
ウ
ウ
オ
、

エ
ゾ
カ
オ
ジ

ロ
ト
ソ
ボ
な
ど
ー
が

知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
海
進

の

〃
証
人
11
1
海
生

の
ア
ミ

(
Z
。
o
ヨ
誘
δ

碧
9・
一ω
9
①
口
ω
芭

を
現
存
さ

せ
る
海
跡
湖
や
、
大
小

の
縄
文
時
代

の
貝
塚
が
湿
原

の
周
縁

に
分
布
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
湿
原
も
今
次
大
戦
後
、
南
部

や
周
縁

か
ら
工
場

・
宅
地
や
牧
草

地

へ
と
変
容
さ

れ
、

〃
非
湿
原
〃
化
が
徐

々
に
進

行
し
て
い
る
。

1

釧
路
湿
原
の
地
形

釧
路
湿
原

は
釧

路
市
の
背
後

に
展
開
す
る

一
大
低
湿
地
で
、
南

は
砂
丘
を
隔
て
て
太
平

洋
に
面

し
、

他
三
方

は
標
高

一
四
〇

メ
ー
ト
ル
以
下
の
鶴
居
丘
陵
や
二
段

の
海
成
段
丘

(根
室

・
釧
路
両
面
)
の
急

斜
面
で
と
り
ま
か
れ
て

い
る
。

本
湿
原

の
外
形

は
不
規
則

で
、
諸
河
川
に
沿

っ
て
湾
入
し
、
ち

ょ
う
ど
右
手
を
開

い
た
よ
う
な
、
南

が
広
く
、
北

に
の
び
た
輪
郭

を
描

い
て
い
る
。
東
西

の
幅
は

=
ご
1

一
〇

キ

ロ
メ
ー
ト

ル
だ
が
、
南
部

の
阿
寒
川
と
別
保

川
に
沿
う
湾

入
地

で
は
幅
二
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
南
北
は
ほ
ぼ

一
八

キ

ロ
メ

ー
ト
ル
で
最
長
は
釧
路
川

に
沿
う
約
四
〇
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
で
、
標
茶
市
街
の
近
く
ま
で
及
ん
で
い
る
。

湿
原
の
表
面

は
ほ
と

ん
ど
平
坦
で
、
高
度
は
低

く
、
そ

の
標
高

は
大
部
分
が

一
〇
1

ニ
メ
ー
ト
ル
で

あ

る
。
そ
の
低

い
こ
と

は
、
海
岸

か
ら
北
方

一
七
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
で
も
五
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
こ
と
で
も

知
れ
る
。
ま
た
、
湿
原

の
南
半
部
の
高
度

は
、
南
接

の
砂

丘

(
幅

一
・
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、

一
〇
列
)

2



の
高
度

六
ー
八

メ
ー
ト
ル
よ
り
も
低

い
。

湿
原
全
体

の
地
形
を
よ
り
詳
し
く
み
る
と
、
や
や
異
常
さ
が
認

め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
そ

の
表
面

は
東
な

い
し
南
東

へ
極

め
て
ゆ
る
く
傾

い
て
い
る

こ
と
で
あ

る
。

こ
の
た
め
湿
原
を
貫
流
し
、
か
ん
養

し
て

い
る
釧
路
川

の
流
路
を
東
縁
沿

い
に
と
ら
せ
て
、
そ
の
東
縁
を
や
や
直
線
的

に
し
、
海
跡

の
シ
ラ

ル
ト

ロ
、
塘

路
、
達
古
武

の
三
湖
沼
を
東
縁
か
ら
台
地
に
湾

入
さ
せ
て
い
る
。

河
川
に

つ
い
て
は
、
釧
路
川
本
流

の
右
岸

の
支
川
群

は
湿
原
中
央
で
合
流
す
る
が
、
そ

の
流
路

は
表

面

の
勾
配

に
沿

っ
て
南
東
流
す
る
。

こ
れ
は
西
の
大
き
な
阿
寒
川
に
も

い
え
る
。
同
川
は

一
九

二
〇
年

ま

で
は
、
仁

々
志
別
川
か
ら
運
河
を
経

て
本
川
に
注
ぎ
、
湿
原
を
東
南
東
流
し
て

い
た

一
支
川

で
あ

っ

た
。湿

原
表
面

の
傾
き
は
、
海
岸
線
や
東
西
の
河
岸

の
高
さ

に
も
現
わ
れ

て
い
る
。
湿
原
南
部

の
海
岸
線

は
ほ
ぼ
東
西

に
走
る
が
、
西
の
大
楽
毛

で
は
台
地
か
ら

一
・
ニ
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
海

側

へ
張
り
出
し

東
端

の
旧
釧
路
川
河

口
で
は
、
逆

に
約

温根内付近の湿原(彼 方に段丘が見える)

一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
後
退
し

て
い
る
。

河
岸

の
高
さ

は
西

の
阿
寒
川

で
五
1
・

七

メ
ー
ト
ル
、
東

の
旧
釧
路
川

で
は

一

メ
ー
ト
ル
以
下
、
中
間
の
仁

々
志
別

、

新
釧
路

(放
水

路
)
両
川

で
は
ニ
ー

三

メ
ー
ト
ル
と
、
東
向

す
る
に
従

っ
て
漸

低
す

る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と

は
、
ま
ず
本
湿
原

が
丘
陵
台
地
を
広
く
切
刻
し
て
ひ
ろ
が

っ
て
お
ぼ
れ
谷
地
形
を

つ
く
り
、
沼
沢

地

へ
生
ま
れ
変

っ
た

こ
と
を
思
わ

せ
、

東

へ
の
地
盤

の
傾
動
は
、
本
湿
原

の
生

成
過
程

か
ら
現
在
に
及
ん
で
い
る

こ
と

を
推
測
さ
せ
る
。

2

釧

路

湿

原

の
地

質

釧
路
湿
原

を
組
立

て
て
い
る
地
質

は
第
四
紀

の
沖
積
層

で
あ
り
、
表
層

は
泥
炭
を
主
体

に
し
、
臨
海

地

で
は
砂

丘
砂

で
あ
る
。
こ
の
表
層

の
地
質
の
違

い
は
、
微
地
形

や
地
下

の
地
層

の
岩
相

に
も
反
映
さ

れ
て
い
る
。

地
表
下
の
地
質
は
二
百
有
余

の
深

浅

の
ボ

ー
リ

ン
グ

の
資
料

に
よ

っ
て
知
ら
れ

る
が
、
湿
原

の
北
部

に

つ
い
て
は
資
料
が
全
く
な

い
の
で
不
明
で
あ

る
。
ボ

ー
リ

ン
グ
資
料

に
よ
る
湿
原
下
に
伏
在
す
る
地

層

は
、
上
位
か
ら
沖
積
層
、
釧
路
層
群

(洪
積
世
)
、
古
第
三
紀
層

お
よ
び
白
亜
紀
層
で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
う
ち
、
古
第

三
紀
層

は
含
石
炭
地
層
群
、
白
亜
紀
層

は
基
盤
層

で
、
湿
原

の
南
東
縁

か
ら

旧
釧
路
川
東
岸
沿
い
の
、
台
地
下
か
ら
海
岸

に
か
け

て
露
出
し

て
い
る
。
湿
原
下
で
は
、

こ
れ
ら
は
南

東
縁

で
二
〇
1
・三
〇

メ
ー
ト
ル
の
深

さ
に
あ
り
、
沖
積
層

に
お
お
わ
れ
、
西
方

へ
向

っ
て
漸
深

す
る
と

と
も

に
、
釧
路
層
群

に
次
第

に
厚

く
お
お
わ
れ

て
い
る
。

釧
路
層
群

は
湿
原

の
ま
わ
り
の
丘
陵
台
地

に
広
く
露
出
し
、
根
室

面
を
構
成
す
る
地
層
で
、
未
凝
固

の
凝
灰
質
に
富

み
、
海
成
層
を

主
体
と
す
る
。
湿
原
下

で
は
南
東
縁

で
は
欠
け

る
が
、
西
北
西
方
向

に

漸
厚

(深

)
し
、
そ

の
基
底

(
古
第
三
紀
層

の
上
面
)
は
大
楽
毛
、
北
斗
付
近

で
深
さ
四
五
〇
1
・五
〇

〇

メ
ー
ト

ル
に
も
達
す
る
。

沖
積
層

は
湿
原
を
構
成
す
る
地
層

で
、
右
述

の
下
位
の
地
層
群
を
不
整
合

に
お
お

っ
て
水
平
に
横

た

わ

っ
て
い
る
。
沖
積
層

は
下
部
礫
層

を
基
底
と
し
て
中
部
泥
層
が
堆
積

し
、
そ

の
上
位

に
は
泥
炭

主
体

の
最
上
部
層

が
地
表
面
ま
で

つ
づ

い
て
い
る
。
し
か
し
、
臨
海

の
砂

丘
地
帯
で
は
、
下
部
泥
層

の
上
に

上
部
細
礫
層
が
や
や
厚
く
の
り
、

こ
れ
が
湿
原
に
は
い
る
に

つ
れ
て
急
薄

・
細
粒
化
し
て
、
や
が

て
欠

如
す
る
。

沖
積
層

の
厚
さ

(深

さ
)

は
お
よ
そ

二
〇
1

四
〇

メ
ー
ト
ル
で
あ

る
が
、
湿
原
南
部
や
臨
海
地

の

一

部
で
は
深
く
、
五
〇

メ
ー
ト
ル
以
上
、
最
深

八
○

メ
ー
ト

亙
に
達
す

る
こ
と
が
あ
る
。
五
〇

メ
ー
ト

ル

以
上
を
示
す
地
で
は
、
下
位
層

を
刻
ん
だ
河
谷
状
地
を
埋

め
た
形

で
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
沖
積
層

は
深

い
埋
積
谷
や
岩
相
な

ど
か
ら
み
て
、
洪
積
世
来

の
海
面
最
低
降

下
期

(
二
万
年
前
)

か
ら

の
堆
積
物

で
、
正
し
く
は

「
洪
積

・
沖
積
層
」
で
あ

る
。

釧

路
湿
原

の
下
に
は
、
沖
積
層

で
埋
め
ら
れ
た
深

い
河
谷
状
の
地
形
や

沖
積
層
下
の
埋
積
地
形

段
丘
状

の
平
坦
な
地
形
が
認
め
ら
れ
る
。
段
丘
状
地
形
が
広
く
発
達
す
る

の
は
、
湿
原

の
南
西
部

(
仁

々
志
別
川
と
新
釧
路
川
と

の
間
、
北

園

・
安
原
地
区

)
で
あ
り
、
深
さ
四

〇

メ
ー
ト

ル

(
海
面
下
三
〇

メ
ー
ト
ル
)
内
外

の
平
坦
面
が
ひ
ろ
が

っ
て
い
る
。
埋
積
段
丘
は
そ

の
ほ

3



か
に
も
狭

い
が
、
深
度

五
メ
ー
ト
ル
以
下
に
数
段

に
わ
た

っ
て
発
達

し
て
い
る
ら
し
い
。

河
谷
状
地
形

は

「
古
釧

路
川
」
と

「
古
阿
寒
川
」
と
称

せ
ら
れ

る
大
き
な
二

つ
が
知
ら
れ
る
。
前
者

は
新
釧
路
川
河
口
か
ら
東
岸
沿

い
に
、
深
さ

八
O
I
五
〇

メ
ー
ト

ル
の
大
き
な
河
谷

で
、
北

へ
五

キ

ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
に
わ
た

っ
て
追
跡

で
き

る
。

こ
の

「
古
釧
路
川
」

に
は
、
そ

の
下
流

(
海
岸

か
ら
三
キ

釧路湿原の沖積層と地史

岩 質 地 形
深 さ

(m)

地層
砂丘地 湿原 臨海地泥炭地

海面 ・地

盤の動 き

気

候

年
代
任年前)

文 化 期

アイヌ時代↑

(沈降)東
へ

擦 文 時 代最
上
部
層

砂

丘

砂

泥

炭

砂

丘

群

続縄文時代∩
乙

1
7〃

湿湖
沼
群
生

原成

(潟)

晩 期

泥

(現海面)の傾

u
後 期

中 期

縄
文
時
代

最前,期

5

り
O

1
2

毒
謬
層

細礫
一粗砂

(貝砂)

砂 貧

砦
董

湾
口
砂
礫
州

減
暖

藻
一三三一

温

暖
一 一 一 爾

増

温

早 期1

?

+5m?

↑ 倉

縄 無
文)
海
進

0

0

、⊥

1
凶4

中
部
泥
層

泥

(砂を伴 う)

(貝化石)

古釧路湾

旨

律.30m

逓 一IOm

-100m十

0.8

1.5

2

3

4

5
6

7

8

10

20

無
土
器
時
代

8

∩)

1

つ0

∩6

下
部
礫
層

砂 礫

(泥炭、火 山灰)

扇状 ・
三角州 (海 進)

ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
)
か
ら
東
方

へ
の
び
、
西
流

の
別
保
川

の
河

口
に

つ
な
が
る
支
谷
(
「
古
別
保
川
」
)

が
、
深

さ
七
〇
1
四
〇

メ
ー
ト
ル
に
認
め
ら
れ
る
。

「
古
阿
寒
川
」

は
や
や
資
料

の
不
足
は
あ

る
が
、
新
富
士
と
大
楽
毛

の
中
間
か
ら
北
東

へ
七
キ

ロ
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
延
長
さ
れ
、
深

さ
七
〇
ー
五
〇

メ
ー
ト
ル
の
や
や
幅
広

い
河
谷
系
を
呈
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
埋
積
河
谷

は
現
在
の
陸
上

の
河
谷

の
原
形
を
な
し
た
こ
と

は
明
ら
か
で
、
湿
原
で
は
海
浸
を

許
し
て
い
る
。
釧
路
湿
原
が
河
谷
跡
か
ら
広

が

っ
た

よ
う
な
輪
郭
を
描
き
、
東
縁

の
湾
入
海
跡
湖

は
こ

れ
を
も
の
語

る
。
ま
た
こ
の
形
成

は

と
9。
×
一ヨ
ロ
∋

を
費
ヨ

(
二
万
年
前
)
の
百

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
海
面

降

下
期

で
終
わ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
湿
原

の
生

い
た
ち
は
遠
く

は
こ
の
時
代
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
。

湿
原
内

の
沖
積
層

は
下
部
礫
層
、
中
部
泥
層
と
最
上
部
層

の
順

に
重

な

っ
て
い

湿
原
の
沖
積

層

る
。
上
部
細
礫
層
本

体
は
欠
け

て
い
る
。

下
部
礫
層

は
厚
さ

=
ニ
ー

一
メ
ー
ト
ル
と
変

化
す
る
円
礫
を
主
と
す

る
基
底
礫
層

で
、
泥
炭
を
は
さ

む
。
中
部

泥
層
は
厚
さ
が

一
〇
数

メ
ー
ト

ル
か
ら
三
〇

メ
ー
ト

ル
余

で
、
薄

い
砂
層
を
は
さ
む
が
、
全

体
と
し
て
海
成

の
泥
層

か
ら
な

る
。
そ
の
頂
部

に
は
厚
さ

一
メ
ー
ト

ル
内
外

の
海
-
汽
水
生

の
密
集
し

た
貝
層

が
横

た
わ

る
が
、
こ
れ
は
湿
原
の
周
縁

台
地

の
貝
塚
と
関
係
す

る
。

中

部
泥
層

は

ζ
震

ぎ

ロ
ヨ

≦
費

ヨ

の
最
低
海
水
準
か
ら
海
面
が
上
昇
す
る
過
程
で
堆
積
し
、
海
面

上
昇
の
速
度
が
堆
積
速
度
よ
り
上
回

っ
た
と
考

え
ら
れ

る
。
湿
原
が
現
形

に
近
い
海
湾

(
古
釧
路
湾
)

に
満

た
さ
れ
た
時
期

の
所
産

で
、
海
面
上
昇
が
最
高

に
達
し
た
こ
ろ
、
右
述

の
密
集
貝
層

が
貝
類

の
繁

殖
で
形
成
さ
れ
た
も

の
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
最
上
部
層

は
厚
さ

一
メ
ー
ト
ル
内
外

の
泥
層
を
基
底

に
約

四
メ
ー
ト
ル
以
下
の
泥
炭
が
表
面
ま
で
横

た
わ
り
、
淡
水
成
層

か
ら
な
る
。

な
お
、
湿
原

の
南
部
で
は
最
上
部
層

の
泥
層
と
密
集
貝
層

と
の
間

に
、

一
メ
ー
ト
ル
内
外

の
厚
さ

の

砂
層

が
は
さ
ま

っ
て
い
る
。
こ
の
砂
層

は
南

へ
漸
厚
し
、
砂

丘
地

の
上
部
細
礫
層

(
厚
さ

一
七
メ
ー
ト

ル
内
外

)
に
移
化
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
表
層
地
質

の
た
め
、
湿
原

で
は
重
量
建
造
物

の
有
力
な
支
持
層
が
な
く
、

こ
の
砂
層

に

基
礎
を
置

い
て
い
る

こ
と
が
多

い
。中

部
泥
層
上
部
の
密
集

の
貝
化
石
層

は
、
下
部
に
は
海
生

の
ホ
タ
テ

密
集
の
自
然

貝
層
と
貝
塚

・
ア
カ
ガ
イ
、
上
部
は
潮
間
帯
生
の
ア
サ
リ

・
オ
オ
ノ
ガ
イ
、
カ
キ
を

そ
れ
ぞ

れ
主
体
と
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
貝
層
は
水
中
貯
木
場
な

ど
数

カ
所
で
知
ら
れ
る
が
、
そ

の

分
布

は
湿
原
東
部

に
限
ら
れ
、
最
近
で
は
武
佐

の
沢

(
別
保

川
の
南

の
支
沢
)
で
も
認
め
ら
れ
る
。
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貝
層

は
泥
炭

表
面
下
四

メ
ー
ト
ル

(
水
中
貯
木
場
付
近
、
標
高

一
・
七

メ
ー
ト

ル
)

か
ら
東
方

へ
漸

深

し
て
五

メ
ー
ト
ル

(
武
佐

の
沢
)
な
い
し
そ
れ
以
上

(
別
保
近

く
)
に
み
ら
れ
る
。

貝
類
は
右
の
種
類
が
多
く
、
全
体
で
三
〇
種

に
及
び
、
釧
路
近
海

生
種
が
多
い
。
こ
れ
ら

に
ま
じ

つ

て
暖
海
生

の
ア
カ
ザ

ラ
、

ウ
チ
ム
ラ
サ
キ
、

シ
オ
フ
キ
、
イ

ソ
シ
ジ
ミ
な
ど
も
含
ま
れ

て
い
る
。

一
方

、
貝
塚

は
こ
の
よ
う
な
貝
が
み
ら
れ

る
が
、
と
く
に
潮
間
帯
生

の
も

の
が
多
く
、
暖
海
生
種
で

は
ほ
か
に

ハ
マ
グ

リ
も
含
ま
れ

て
い
る
。
貝
塚

の
築
成
に
は
三
時
期
が
あ
る
が
、
縄
文
前
期
初
葉

(
六

千
年
前

)
の
も

の
が
最
多
種

で
、
海
-
汽
水
生
貝
を
含
み
、
規
模
が
最
も
大
き

い
。
貝
塚
は
古

い
の
が

縄
文

早
期

(
七
-

六
千
年
前
)

の
小
貝
塚
、
前
期
初
期

の
東
釧
路
、
細

岡
な
ど
の
大
貝
塚
お
よ
び
岩
保

木

、
達

古
武
沼
畔
な
ど

の
縄

文
中
期

(
五
-
四
千
年
前
)

の
ほ
と

ん
ど
カ
キ
か
ら
な
る
中
貝
塚

で
あ

り

後

二
者
は
湿
原

の
東
縁
台
地
に
の
み
分
布
す
る
。

早
期

の
小
貝
塚

は
数
種

の
潮
間
帯

生
貝
を
主
体
と
す
る
も

の
で
、
そ

の
分
布

は
従
来
、
湿
原

の
南
東

縁

に
だ
け
知
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
、

水中貯木場から掘上げた貝化石

最
近

に
な

っ
て
南
西
部

の
北

斗

の
台
地

(
仁

々
志
別
川
北
岸
)

に
も
発
見
さ
れ

た
。こ

の
よ
う
な
自
然
貝
層

の
産
状
、
分

布
、
貝
種
や
貝
塚

の
築
成
時
代

な
ど
か

ら
、
本
湿
原

で
の
海
水
面

の
昇
降

な
ど

を

み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

縄

文
早
期

に
は
本
湿
原

は
浅

い
海
湾

期

に
あ
り
、
上
昇
量
が
最
大
に
な

っ
た

の
は
縄

文
早
期

か
ら
前
期
に
か
け

て
で

あ
り
、
中
期

に
は
す

で

に
海

退

が

進

み
、
縄

文
晩
期

(
三
千
年
前

)
に
は
完

全

に
離

水
し
た
も

の
と
思
わ

れ
る
。

古
気
候
に

つ
い
て
は
、
暖
海

生
種

の

存
在
か
ら
早
期
末
か
ら
前
期

に
か
け

て

を
中
心
に
、
海
水
温

が
い
ま

よ
り
高
く

そ
の
前
後
に
は
低
下
し
て
い
た
が
、
こ
れ

は
泥
炭

の
花
粉
組
成

か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
東

の
傾
動

は
貝
層
や
貝
塚
の
分
布
と
深
さ
か
ら
、
海
水
面

の
上
昇

の
最
高
期

以
後

か
ら
は
じ

ま

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
海
跡

の
塘
路
湖
な
ど

は
海
退

(
浅
化
)

か
ら
離
水

に
か
け
て
、
お
ぼ
れ
谷
が
東

へ
封
じ
こ
め
ら
れ
形

で
生
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

最
上
部

の
泥
炭
は
、
釧
路
湿
原
を
厚
さ

(深

さ
)

一
-

四

メ
ー
ト
ル
で
ほ
と
ん
ど

表
層
の
泥
炭

大
部
分
を
カ
パ

ー
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
四

メ
ー
ト
ル
以
上
の
泥
炭

の
分
布
地
は
、

中

央
北
部

の
岩
保
木
-

温
根
内
線

か
ら
以
北

の
塘
路
湖
西
部
ま

で
の
地
が
や
や
広

い
ほ
か
、
阿
寒
川

の

下
流
部
に
も
若
干
ま
と
ま

っ
て
み
ら
れ
る
。
阿
寒
川
で
は

一
部

に
五

メ
ー
ト
ル
の
も

の
も
あ
り
、
ま
た

こ
の
付
近

で
は
、
表
面

の

一
ー

三
メ
ー
ト
ル
の
泥
炭
の
下

に
厚
さ

一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
泥
炭
が
泥
層

の

中
に
は
さ
ま
り
、

「
古
阿
寒
川
」
の
下
流
部

へ
向

っ
て
分
岐
し

て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
そ

の
下
限
は
深

さ
五
-

六
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、

「
古
阿
寒
川
」
沿

い
で
は
海
湾
か
ら
比
較
的
早
く
離
水

し
、
扇
(
せ
ん
)

状

・
三
角
州
を
形
成
し

て
い
た
も

の
と
思

え
る
。

表
層

泥
炭

の
基
底
は
ゆ
る
い
起
伏
を
示
す
が
、
そ
の
基
底
深
度

が
現
海
水
準

か
そ
れ

よ
り
最
大

八
○

セ
ン
チ
も
低

い
と

こ
ろ
も
あ

る
。
中
央
部

の
雪
裡

・
幌

呂
両
川
下
流
か
ら
南
東
縁
を
通

り
、
別
保
川
河

口
付
近

に
か
け

て
で
あ
る
。
こ
れ

は
泥
炭

の
生
成
過

程
で
東

へ
の
傾
斜
や
地
盤
の
沈
降
と
思
わ
れ
る
が

こ
れ
ら
の
地
は
、
最
近

の
地
盤
変
動
量

の
測
定
値

と
よ
く

一
致
し
て
い
る
。

表
層

泥
炭
中

に
は
、
厚

さ
二
〇

セ
ン
チ
以
下

の
三
枚

の
火
山
灰
が
は
さ
ま

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
火
山

灰

は
上
位

か
ら
、
表
面
下

の
深
さ
と
火
山
名

・
炭
素

一
四

の
年
代

を
示
す
と
、

一
五
-
三

五

セ
ツ

チ

(竃
叩
呂
)
、
同
じ
く
三
〇
ー
六
〇

セ
ン
チ

(
ζ
o
幽
ω
も
O
O
什
O
O
く
●しU
●即

)
お
よ
び
同

一
二

〇
ー

三
二
五

(
矢
臼
別
層
、
b。
b
。。O
汁
㊤
●
因
●切
●℃
●)

で
あ

る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
表
面
近
く
の
も

の
は
不
連
続

で
あ

り
、
ま
た
矢
臼
別

層
は
厚

さ
ニ
メ
ー
ト

ル
以
上

の
泥
炭

に
だ
け
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら

に
ょ
る
と
、
泥
炭

の
生
成
開
始

は
三
千
年
を
出
な
い
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
、
そ

の
堆
積
速
度

は

一
年

一
、・・
リ
程
度

を
示
す
が
、
厚

い
と

こ
ろ
で
は

一
・
三

ミ
リ
内
外
と
速
く
な

る
。
泥
炭
種
別

の
ミ

ズ
ゴ
ケ
泥
炭
と

ヨ
シ
、

ス
ゲ
泥
炭
で
は
試
料
が
少
な
く
断
定

で
き

な
い
が
、
前
者

の
堆
積
速
度
が
や
や

大
き

い
よ
う
な
傾
向
が

み
ら
れ
る
。

(北
海
道
教
育
大
学
釧
路
分
校
)
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